
一般演題（口演）部門

最優秀演題賞

演題番号：AO-5「免疫チェックポイント阻害薬誘発性肺障害におけるKrebs von den
Lungen-6サーベイランスの有用性」

松金 良祐 先生（九州大学病院 薬剤部）

優秀演題賞

演題番号：AO-4「固形癌骨転移患者における骨修飾薬の開始タイミングと骨関連事象の
関連性：単施設後ろ向き研究」

池田 樹生 先生（岩手医科大学附属病院 薬剤部）



一般演題（ポスター）部門

最優秀演題賞

演題番号：AP-２「抗がん薬血管外漏出に対するステロイド局所注射中止後の皮膚障害
転帰の検討 ～単施設後ろ向き解析による安全性評価～」

縄田 修一 先生（昭和医科大学横浜市北部病院 薬剤部）

優秀演題賞

演題番号：AP-５「九州大学病院における連携充実加算に基づく取り組みと支援シートの
有用性評価」

島内 あかり 先生（九州大学病院 薬剤部）



フレッシャーズ演題（口演）部門

最優秀演題賞
演題番号：AF-４
「電子カルテの医療テキストを用いたL型カルシウムチャネル拮抗薬のオキサリプラチン誘発性
末梢神経障害に対する予防効果の検証」

牧田 優太 先生（慶應義塾大学大学院 薬学研究科）

優秀演題賞
演題番号：AF-１「オキサリプラチン誘発末梢神経障害に対するグルコース・ナトリウム共輸
送体2阻害薬の影響」

蓮見 雅哉 先生（東京薬科大学 薬学部 臨床薬理学教室）



フレッシャーズ演題（ポスター）部門

最優秀演題賞
演題番号：AFP-１
「デクスラゾキサンの血管外漏出の影響度に関するマウスモデル研究 」

粉川 俊太郎 先生

（明治薬科大学 総合臨床薬学教育研究講座 臨床薬学研究室）

優秀演題賞

演題番号：AFP-3
「エンコラフェニブのCYP3A4誘導作用の関与が疑われたオピオイド離脱症状の一例」

髙比良 慎 先生（九州大学病院 薬剤部）
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